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スクール・オブ・ダンス

ABOUT

プロのアーティストが横浜市の学校に出向き、授業を通して自由な発想

を導き、豊かな感性を育てる「横浜市芸術文化教育プラットフォーム」。

2021年度は横浜市のダンスフェスティバル、Dance Dance Dance 

@YOKOHAMA 2021 と連動し【体験型スペシャル版】として実施回数を

増やし、ダンスプログラムを拡充。50日間にわたり、8人のアーティストが

市内9校で 549名の子どもたちとともに身体と向き合い、創造性を育む

活動を行いました。

このイラストレポートは、各校の 1 日の出来事をダンサー目線から
記録することで、多様なダンスの取り組みを広く共有することを目的
としています。

横浜市立倉田小学校×東野祥子
10 / 21（木）. 25（月）. 26（火）

横浜市立豊田小学校×白神ももこ
10 / 26（火）. 29（金）　11 / ２（火）.４（木）.５（金）

横浜市立南小学校×黒田育世
11 / ８（月）.10（水）.12（金）. 15（月）.16（火）

横浜市立日限山小学校×アオキ裕キ
11 / 18（木）. 19（金）. 22（月）. 24（水）. 26（金）. 29（月）

横浜市立師岡小学校× Co. 山田うん（川合ロン）
12 / 20（月）. 22（水）. 23（木）　１ / 12（水）. 17（月）. 18（火）.20（木）.21（金）
【１ / 21（金）     港北公会堂にて発表会開催】

横浜市立ろう特別支援学校×アオキ裕キ
12 / 20（月）   １ / 14（金）. 17（月）. 19（水）. 24（月）. 28（金）. 31（月）     2 / 7（月）. 22（火）

横浜市立川島小学校×小野寺修二
2 / 4（金）.7（月）. 8（火）

横浜市立平安小学校×森下真樹
２ / ９（水）. 14（月）. 16（水）. 21（月）. 24（木）

横浜市立太田小学校×中村恩恵
11 / 25（木）.30（火）　12 / ２（木）.７（火）.９（木）. 14（火）
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子どもたち本来の、自由に伸び
伸びとした身体性や感覚を呼び
起こし、マスク越しでしたがワク
ワクした表情や笑顔などが溢れ
ていたと思います。

東野祥子

白神ももこ
特に感動したのは、みんなが「待
てる」人たちであることでした。
「待てない」「待ってくれない」
今の世の中にとってオアシスの
ような場に感じました。
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SCHOOL



子どもたちはみなそれぞれ独自
の踊りを立派に持っていて、と
ても強靭な個々の存在を感じる
ことができました。

SCHOOL

SCHOOL

子どもたちがどんどん創造的に
なってくれたので、私から一度
だけお礼のダンスをしたのです
が、毎回お礼ダンスをしても足
りない、そういう経験をさせて
もらいました。

黒田育世

アオキ裕キ



ダンスには勝ち負けも失敗も
なく、何をしても踊りになると
いうことをなるべく丁寧に説
明するように心がけました。

ダンスを通じて子どもたちの心
に触れることができ、私自身も
人間の機微に関する豊かな学び
の時間を頂きました。

SCHOOL

SCHOOL

中村恩恵

川合ロン



SCHOOL

SCHOOL

子どもたちは終始大変前向きで
好奇心旺盛。コロナの時期、自尊、
他尊の時間を持てたことは貴重
な時間でした。

表現力や集中力など目を見張る
ことが多く、学びと発見の連続
でした。また、総じて呼吸の合
わせ方、間の取り方に、素晴ら
しさを感じました。

アオキ裕キ

小野寺修二



こちらから
ご覧ください

担当ダンサーたちが集い、子どもたちとの体験を振り返りながら、
アーティストが学校教育に関わることの可能性を語り合った記録を公開。
［ 2022/3/22　STスポットにて収録］

SCHOOL

ボールを 1 個投げたら、100個
返ってくるようなパーっと明る
く感情表現が豊かな子どもたち。
時間を積み重ねるごとに、心と
からだの距離が縮まり、30人そ
れぞれの楽しみ方があることを
感じました。

AFTERWORD

「スクール・オブ・ダンス」は 3 年に一度、アーティストが子どもたちと

長期で関わることができる貴重な機会です。アーティストと子どもたち

双方に共感を得られる記録の方法はないだろうかと考えた結果、ダンサー

でもある 2 人のイラストレーターによる「イラストレポート」に取り組む

こととなりました。本冊子は、全 9 校におけるそれぞれの素敵なダンスの

瞬間を切り取ったアーカイブです。教育現場におけるダンスのワーク

ショップの実践例として、またアーティストにとっても他の手法を知る

共有メディアとしてご活用ください。

横浜市芸術文化教育プラットフォーム  トークシリーズ vol.3

「それぞれの身体に宿る創造のきっかけ」
～スクール・オブ・ダンス  特別支援学級・学校での取り組みから～

登  壇  者：アオキ裕キ、黒田育世、白神ももこ／岡崎松恵、他
進　　行 : 高荷春菜、田中真実（NPO法人 STスポット横浜）
主　　催：横浜市芸術文化教育プラットフォーム事務局
制作協力：NPO法人Offsite Dance Project

コーディネーター  岡崎松恵

森下真樹


